
戦
後
の
京
城
女
子
師
範
学
校
卒
業
生
の
同
窓
会
活
動

＊広

瀬

貞

三

は
じ
め
に

植
民
地
期
の
朝
鮮
在
住
日
本
人
（
以
下
、
在
朝
日
本
人
と
す
る
）
は
、
一
九
四
五
年
八
月
の
敗
戦
と
と
も
に
そ
の
多
く
は
日
本
に
引
揚

げ
た
。
近
年
は
引
揚
げ
・
復
員
に
関
す
る
史
料
編
纂
が
急
速
に
進
ん

１だ
。
こ
れ
と
も
関
連
し
、
多
く
の
研
究
の
蓄
積
が
見
ら
れ
る
。
最
近

の
研
究
動
向
と
し
て
、
大
日
本
帝
国
の
崩
壊
を
人
の
再
移
動
と
し
て
把
握
し
た
り
、
ア
ジ
ア
の
地
域
秩
序
の
再
編
と
関
連
付
け
た
り
、
戦

前
と
戦
後
の
「
断
絶
」
を
越
え
て
そ
こ
に
連
関
性
を
見
よ
う
と
す
る
研
究
等
も
出
て
い

２る
。

朝
鮮
か
ら
の
引
揚
げ
者
は
戦
後
の
日
本
で
、
地
域
単
位
、
組
織
単
位
、
学
校
単
位
、
職
業
単
位
、
軍
隊
単
位
の
同
窓
会
組
織
を
作
っ
て

＊
福
岡
大
学
人
文
学
部
教
授

福
岡
大
学
人
文
論
叢
第
四
十
七
巻
第
一
号

（１）

三
七
三



活
動
し
た
。
朝
鮮
総
督
府
高
官
経
験
者
ら
は
、
中
央
日
韓
協
会
（
同
和
協
会
の
後
身
）
を
組
織
し
た
。
学
校
関
係
は
、
京
城
師
範
学
校
の

醇
和
会
、
京
城
女
子
師
範
学
校
（
以
下
、
京
城
女
子
師
範
と
す
る
）
の
明
鏡
会
、
羅
南
高
等
女
学
校
の
葉
月
会
、
京
城
中
学
校
の
京
喜
会

等
が
あ
る
。
地
域
と
し
て
は
、
全
国
清
津
会
、
羅
津
若
草
会
、
新
緑
会
（
新
義
州
）
等
が
あ
る
。
こ
う
し
た
同
窓
会
組
織
は
、
戦
前
と
戦

後
を
「
継
続
」
す
る
在
朝
日
本
人
の
諸
活
動
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
で
は
、
同
窓
会
組
織
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
た
の

か
。
何
が
彼
ら
を
戦
後
の
日
本
で
強
く
結
び
つ
け
た
の
か
。
長
く
同
窓
会
の
活
動
が
続
い
た
理
由
は
何
な
の
か
。
彼
ら
は
同
窓
会
活
動
に

ど
の
よ
う
な
思
い
を
抱
い
た
の
か
。

本
報
告
で
は
、
こ
う
し
た
問
題
意
識
を
背
景
に
、
事
例
研
究
と
し
て
京
城
女
子
師
範
を
取
り
上
げ
、
戦
後
の
同
窓
会
活
動
の
実
態
と
そ

の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
京
城
女
子
師
範
に
つ
い
て
は
植
民
地
期
の
学
校
生
活
の
実
態
解
明
の
た
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
行
わ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
朝
鮮
で
の
生
活
や
引
揚
げ
に
関
す
る
聞
き
取
り
調
査
が
な
さ
れ
て
い

３る
。
し
か
し
、
戦
後
の
同
窓
会
活
動
そ
れ
自
体
に

関
す
る
先
行
研
究
は
な
い
。
史
料
と
し
て
は
京
城
女
子
師
範
の
同
窓
会
が
作
成
し
た
明
鏡
会
の
名
簿
『
明
鏡
』、
会
報
『
明
鏡
だ
よ
り
』、

尋
常
科
八
期
生
の
会
報
『
清
涼
』、
明
鏡
会
本
部
編
『
め
い
き
ょ
う
』
第
一
集
（
同
会
、
一
九
八
〇
年
）、
明
鏡
会
本
部
『
戦
後
明
鏡
会
の

あ
ゆ
み
』（
同
会
、
一
九
九
五
年
）
等
を
主
に
使
用
す
る
。

（２）
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一
・
京
城
女
子
師
範
学
校
の
設
置
と
敗
戦

（
１
）
京
城
女
子
師
範
学
校
の
設
置

京
城
女
子
師
範
は
一
九
三
五
年
四
月
に
開
設
さ
れ
、
当
初
は
尋
常
科
（
四
年
）、
演
習
科
（
二
年
）（
一
九
四
三
年
に
本
科
に
改
称
）、

講
習
科
（
一
年
）
の
三
科
を
置
い
た
。
尋
常
科
は
尋
常
小
学
校
卒
業
者
を
対
象
と
し
、
演
習
科
・
講
習
科
は
高
等
女
学
校
、
女
子
高
等
普

通
学
校
卒
業
者
等
を
対
象
に
し
た
。
尋
常
科
は
二
ク
ラ
ス
で
百
名
、
演
習
科
は
四
ク
ラ
ス
で
一
九
五
名
、
講
習
科
は
一
ク
ラ
ス
で
五
〇
名

だ
っ
た
。
初
代
校
長
は
高
橋
濱
吉
、
教
員
は
一
九
名
だ
っ
た
。
一
九
三
五
年
時
点
で
七
ク
ラ
ス
が
置
か
れ
、
学
生
は
合
計
三
四
五
名
だ
っ

た
。
こ
の
う
ち
、
朝
鮮
人
は
二
〇
五
名
（
五
九
・
四
％
）、
日
本
人
は
一
四
〇
名
（
四
〇
・
六
％
）
だ
っ
た
。
父
兄
の
職
業
の
上
位
三
種

を
見
る
と
、
朝
鮮
人
は
公
務
自
由
業
七
八
名
（
三
八
・
〇
％
）、
農
業
七
三
名
（
三
五
・
六
％
）、
商
業
三
二
名
（
一
五
・
六
％
）
で
あ
り
、

日
本
人
は
公
務
自
由
業
七
七
名
（
五
五
・
〇
％
）、
農
業
二
二
名
（
一
五
・
七
％
）、
商
業
二
〇
名
（
一
四
・
三
％
）
だ
っ
た
。
日
本
人
と

朝
鮮
人
を
比
較
す
る
と
、
公
務
自
由
業
は
日
本
人
が
一
七
・
〇
％
高
く
、
農
業
は
朝
鮮
人
が
一
九
・
九
％
高
か
っ
た
。
朝
鮮
人
の
原
籍
は
、

京
城
が
三
一
名
、
全
北
が
二
三
名
、
黄
海
が
二
二
名
、
京
畿
が
一
九
名
、
慶
南
が
一
六
名
だ
っ
た
。
学
内
に
は
、
二
つ
の
寄
宿
舎
（
精
華

寮
、
済
美
寮
）
を
置
い
た
。
京
城
女
子
師
範
は
「
方
針
七
則
」
を
立
て
、「
一
・
国
体
ニ
関
シ
明
徴
ナ
ル
観
念
ト
確
乎
タ
ル
思
念
ト
ヲ
啓

培
シ
帝
国
々
民
タ
ル
ノ
志
操
ヲ
鞏
固
ナ
ラ
シ
ム
ル
コ
ト
」、「
一
・
一
視
同
仁
ノ
聖
旨
ヲ
体
認
シ
桑
槿
渾
然
一
体
ト
ナ
リ
東
亜
ノ
指
導
者

タ
ル
ノ
気
魄
ヲ
養
フ
コ
ト
」、「
一
・
教
育
ニ
対
シ
深
厚
ナ
ル
興
味
ト
熱
烈
ナ
ル
児
童
愛
ト
ヲ
喚
起
シ
天
職
ヲ
悟
了
セ
シ
メ
特
ニ
女
性
独

自
ノ
使
命
ヲ
自
覚
セ
シ
ム
ル
コ

４ト
」
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
。

（３）

戦
後
の
京
城
女
子
師
範
学
校
卒
業
生
の
同
窓
会
活
動
（
広
瀬
）
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一
九
四
三
年
四
月
に
京
城
女
子
師
範
に
入
学
し
た
野
村
寿
美
子
（
講
習
科
九
期
、
一
九
四
四
年
卒
業
）
は
在
校
時
代
の
思
い
出
を
、「
赤

煉
瓦
校
舎
で
の
授
業
、
日
曜
日
の
食
糧
あ
さ
り
、
寮
で
の
お
こ
げ
お
や
つ
、
清
涼
台
で
の
い
こ
い
の
ひ
と
と
き
、
鐘
岩
で
の
教
生
実
習
、

は
じ
め
て
体
験
し
た
零
下
十
八
度
の
中
で
の
校
門
の
雪
か
き
作
業
等
わ
ず
か
一
年
間
の
京
城
で
の
生
活
に
も
、
思
い
出
は
つ
き
な

５い
」
と

語
っ
て
い
る
。

京
城
女
子
師
範
は
一
九
四
四
年
八
月
に
「
決
戦
の
真
唯
中
半
島
に
徴
兵
制
創
設
の
一
周
年
記
念
日
を
迎
へ
、「
神
兵
今
ぞ
米
鬼
を
撃
つ
」

の
闘
魂
熱
鉄
と
燃
え
る
意
義
深
き
日
に
当
た
り
」
と
し
て
、『
国
民
教
育
実
践
の
根
基
』
を
刊
行
し
た
。
こ
の
本
は
、「
皇
国
教
育
の
淵
源

と
し
て
昭
々
万
古
に
輝
く
三
大
神
勅
を
は
じ
め
と
し
奉
り
国
民
教
育
戦
士
の
絶
対
謹
行
す
べ
き
聖
訓
を
謹

６輯
」
し
た
も
の
で
、
法
規
編
、

実
践
編
、
時
局
編
、
参
考
編
、
追
補
編
な
ど
が
盛
ら
れ
て
い
る
。

（
２
）
在
校
生
と
卒
業
生
の
敗
戦

一
九
四
四
年
に
な
る
と
、
教
員
は
教
官
と
よ
ば
れ
、
在
学
生
の
学
年
、
学
級
の
名
称
も
軍
隊
式
に
な
っ
た
。
本
科
の
一
年
三
組
は
「
本

科
一
年
第
三
小
隊
」
と
呼
ば
れ
、
学
級
は
小
隊
、
学
年
は
中
隊
、
学
校
全
体
は
大
隊
と
称
し

７た
。
蓑
原
昭
子
（
本
科
三
期
、
一
九
四
五
年

二
年
在
学
）
は
勤
労
奉
仕
の
状
況
を
、
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。「
勤
労
奉
仕
と
し
て
は
飛
行
機
の
絶
縁
に
つ
か
う
雲
母
は
ぎ
、
雲

母
の
粉
が
舞
い
健
康
に
悪
い
と
の
う
わ
さ
で
も
ち
き
り
で
し
た
。
で
も
、
雲
母
は
ぎ
を
す
る
と
小
さ
な
、
ふ
か
し
パ
ン
の
特
配
が
あ
り
ま

し
た
。（
中
略
）
又
京
女
師
は
広
い
農
場
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
農
作
業
が
一
番
き
つ
い
労
働
で
し
た
。
炎
天
下
の
作
業
に
、
農
場
の
真

中
を
流
れ
る
川
の
水
を
我
先
に
飲
ん
で
安
岡
校
長
に
叱
ら
れ
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。（
中
略
）
私
達
も
い
ざ
と
い
う
場
合
、
野
戦
看
護

（４）
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婦
と
し
て
動
員
さ
れ
る
と
の
事
で
、
京
城
帝
大
に
看
護
実
習
に
行
き
ま
し

８た
」。
こ
の
よ
う
に
敗
戦
直
前
は
学
業
で
は
な
く
、
勤
労
作
業

の
比
重
が
高
ま
っ
た
。

八
月
一
五
日
の
敗
戦
に
伴
い
、
京
城
女
子
師
範
で
は
大
き
な
衝
撃
が
走
っ
た
。
森
下
昭
子
（
本
科
三
期
生
、
一
九
四
五
年
二
年
在
学
）

は
勤
労
動
員
で
黄
海
道
の
沙
里
院
に
戻
る
予
定
だ
っ
た
。
し
か
し
、
鉄
道
の
切
符
が
入
手
で
き
ず
に
、
そ
れ
は
不
可
能
に
な
っ
た
。
森
下

は
翌
一
六
日
に
京
城
女
子
師
範
に
行
っ
た
。「
本
日
で
京
城
師
範
学
校
は
閉
鎖
で
す
。
集
団
下
校
し
て
下
さ
い
」
と
い
う
校
内
放
送
が
あ

り
、
閉
鎖
が
告
げ
ら
れ
た
。「
下
校
時
は
方
面
別
に
兵
隊
が
一
名
ず
つ
付
き
添
っ
て
く
れ
ま
し
た
が
、
先
住
者
で
あ
る
朝
鮮
半
島
の
子
ど

も
達
が
我
々
に
向
か
っ
て
石
を
投
げ
付
け
て
き
ま
し

９た
」
と
回
顧
し
て
い
る
。
大
谷
マ
ツ
ヨ
（
尋
常
科
八
期
生
、
一
九
四
五
年
四
年
在
学
）

は
、「
学
徒
動
員
の
歌
声
に
お
く
ら
れ
て
、
大
道
場
を
涙
ぐ
ん
で
出
た
わ
た
し
で
し
た
が
、
そ
れ
が
こ
ん
な
永
い
別
れ
に
な
ろ
う
な
ど
と

は
、
そ
れ
こ
そ
神
な
ら
ぬ
身
の
知
る
由
も
な
く
、
動
員
先
で
知
っ
た
終
戦
の
重
み
。
ペ
タ
ッ
と
腰
か
け
に
た
お
れ
こ
ん
だ
な
り
、「
神
国

な
れ
ば
敗
れ
ず
」。
そ
の
こ
と
ば
を
つ
ぶ
や
き
つ
づ
け
た
の
で
し
１０た
」
と
後
に
回
顧
し
た
。
熊
谷
佳
子
（
尋
常
科
九
期
、
一
九
四
五
年
三

年
在
学
）
は
学
校
の
農
場
で
農
作
業
中
だ
っ
た
。
教
室
で
玉
音
放
送
を
聞
い
た
。「
だ
ん
だ
ん
時
間
の
経
過
と
と
も
に
外
が
騒
が
し
く
な

り
、
校
庭
に
朝
鮮
の
男
子
専
門
学
科
の
生
徒
が
押
し
か
け
、
マ
ン
セ
ー
、
マ
ン
セ
ー
と
連
呼
、
国
防
色
一
色
だ
っ
た
校
舎
か
ら
見
る
と
町

の
色
は
白
く
変
わ
り
、
電
車
は
鈴
な
り
の
人
だ
か
り
で
し
１１た
」
と
い
う
。
校
舎
に
は
朝
鮮
人
の
男
子
学
生
が
「
朝
鮮
独
立
、
マ
ン
セ
ー
」

と
叫
び
な
が
ら
入
っ
て
き
た
。
朝
鮮
人
の
学
生
は
一
斉
に
窓
際
に
駆
け
寄
り
、
こ
れ
に
ハ
ン
カ
チ
を
振
っ
た
。
一
人
の
朝
鮮
人
学
生
が
こ

れ
を
批
判
す
る
と
、
ハ
ン
カ
チ
を
振
っ
た
朝
鮮
人
学
生
た
ち
は
そ
の
学
生
を
殴
る
事
件
が
起
き
１２た
。

（５）

戦
後
の
京
城
女
子
師
範
学
校
卒
業
生
の
同
窓
会
活
動
（
広
瀬
）
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卒
業
生
は
朝
鮮
各
地
で
教
壇
に
立
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
八
月
一
五
日
を
迎
え
た
。
川
崎
義
子
（
尋
常
科
三
期
、
一
九
四
一
年
卒
業
）
は

平
南
江
東
郡
の
勝
湖
里
公
立
尋
常
小
学
校
に
勤
務
中
だ
っ
た
。「
八
月
十
三
日
、
ソ
連
軍
の
襲
撃
を
避
け
て
関
東
軍
と
満
鉄
の
家
族
が
疎

開
？
避
難
し
て
来
ま
し
た
。
四
百
人
の
日
本
人
家
族
の
所
へ
千
五
百
人
が
非
難
し
て
来
た
の
で
す
か
ら
宿
泊
は
一
先
ず
学
校
で
、
食
料
の

こ
と
は
軍
人
家
族
と
一
般
家
族
と
の
軋
轢
、
い
ろ
い
ろ
と
大
変
な
も
の
で
し
た
。
も
う
す
で
に
こ
の
時
か
ら
敗
戦
の
兆
し
は
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。
八
月
十
五
日
、
終
戦
１３！
」
と
回
顧
し
て
い
る
。
杉
山
と
み
（
演
習
科
六
期
、
一
九
四
一
年
卒
業
）
は
大
邱
師
範
学
校
付
属
国
民
学

校
で
勤
務
中
だ
っ
た
。
杉
山
は
「
無
条
件
降
伏
―
そ
れ
が
ど
ん
な
意
味
を
も
つ
も
の
か
、
す
ぐ
に
は
こ
れ
と
い
っ
た
実
感
は
な
い
。
し
か

し
地
雷
に
燃
え
進
む
導
火
線
を
見
て
い
る
よ
う
な
緊
迫
感
が
、
誰
の
胸
に
も
じ
わ
じ
わ
と
拡
が
っ
た
。
あ
る
一
瞬
を
境
に
他
国
、
他
民
族

と
な
っ
た
現
実
。
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
民
族
相
互
の
厚
い
壁
に
が
く
然
と
し
な
が
ら
も
、
私
は
韓
国
の
人
た
ち
へ
の
親
近
感
を
見
失
い

た
く
な
か
っ
１４た
」
と
回
顧
し
て
い
る
。
古
橋
利
子
（
尋
常
科
六
期
、
一
九
四
四
年
卒
業
）
は
京
城
南
大
門
小
学
校
に
勤
務
中
だ
っ
た
。
四

年
生
を
担
当
し
、
疎
開
を
目
前
に
し
て
い
た
。
古
橋
は
そ
こ
で
玉
音
放
送
を
聞
い
た
。
古
橋
は
日
記
に
、「
報
道
は
終
わ
っ
た
。
し
か
し
、

立
ち
去
る
者
は
い
な
い
。
し
ば
ら
く
沈
黙
が
続
く
。
呆
然
と
し
て
眼
前
闇
の
如
く
、
死
の
海
の
如
く
。「
さ
あ
、
皆
さ
ん
引
揚
げ
ま
し
ょ

う
。」
力
無
い
教
頭
の
一
声
に
、
一
同
う
な
だ
れ
た
ま
ま
立
ち
去
る
。
職
員
室
に
戻
っ
て
も
た
だ
た
だ
沈
黙
。
敗
戦
国
、
無
条
件
降
伏
。
何

た
る
こ
と
、
何
た
る
屈
辱
１５！
」
と
書
い
た
。
高
畠
保
子
（
本
科
二
期
、
一
九
四
五
年
卒
業
）
は
、
忠
清
北
道
の
芙
江
里
の
国
民
学
校
に
勤

務
中
だ
っ
た
。
高
畠
は
、「
あ
の
日
…
校
舎
裏
は
一
面
の
夏
草
で
し
た
。
そ
の
草
い
き
れ
の
中
に
茫
然
と
一
人
立
ち
尽
く
し
て
い
ま
し
た
。

「
何
と
云
う
こ
と
だ
…
」
幾
度
も
心
の
中
で
叫
び
な
が
ら
、
あ
ふ
れ
出
る
涙
を
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
が
落
ち
、
何

（６）
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処
か
ら
と
も
な
く
沸
き
起
こ
る
歓
声
、
蛍
の
光
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
の
っ
て
歌
声
は
刻
々
と
高
ま
り
、（
後
に
そ
れ
は
新
国
歌
で
あ
っ
た
と

聞
き
ま
し
た
）
夜
毎
不
穏
な
形
勢
は
村
中
を
押
し
包
み
、
不
気
味
に
拡
が
っ
て
い
っ
た
の
で
１６す
」
と
回
顧
し
た
。
野
村
寿
美
子
（
講
習
科

九
期
、
一
九
四
四
年
卒
業
）
は
、
大
邱
寿
公
立
国
民
学
校
に
勤
務
し
て
い
た
。
彼
女
は
「
そ
し
て
運
命
の
八
月
十
五
日
が
や
っ
て
き
た
。

空
襲
警
報
発
令
に
、
い
つ
も
と
同
じ
防
空
頭
巾
に
、
非
常
袋
の
出
で
た
ち
で
登
校
の
途
中
、
重
大
放
送
に
接
し
た
。
よ
く
内
容
は
わ
か
ら

ぬ
ま
ま
に
学
校
に
着
い
て
み
る
と
異
様
な
雰
囲
気
１７…
」
と
回
顧
し
た
。

在
校
生
、
卒
業
生
は
そ
の
後
、
混
乱
の
中
、
各
自
で
朝
鮮
か
ら
日
本
へ
と
、
困
難
な
引
揚
げ
の
道
に
つ
い
１８た
。

二
・
明
鏡
会
の
結
成
と
そ
の
展
開

（
１
）
明
鏡
会
の
結
成

敗
戦
と
と
も
に
京
城
女
子
師
範
の
卒
業
生
・
在
校
生
は
日
本
へ
引
揚
げ
た
。
こ
う
し
た
人
々
は
帰
国
直
後
か
ら
同
窓
会
組
織
の
設
立
に

向
け
て
、
諸
活
動
を
続
け
た
。
一
九
四
六
年
二
月
に
初
の
同
窓
会
の
集
ま
り
が
、
福
岡
県
久
留
米
市
（
福
岡
女
子
師
範
学
校
寄
宿
舎
）
で

開
か
れ
た
。
も
と
も
と
福
岡
市
内
に
あ
っ
た
福
岡
女
子
師
範
学
校
の
校
舎
は
一
九
四
五
年
六
月
、
空
襲
に
よ
り
炎
上
し
た
。
こ
の
た
め
、

同
年
一
二
月
、
久
留
米
市
内
の
予
備
士
官
学
校
跡
を
入
手
し
、
一
九
四
六
年
一
月
に
福
岡
女
子
師
範
学
校
の
学
生
が
こ
こ
に
集
合
し
た
の

で
あ
る
。
京
城
女
子
師
範
の
卒
業
生
・
在
校
生
は
福
岡
女
子
師
範
学
校
に
一
一
名
転
入
し
て
い
１９た
。
こ
れ
に
続
い
て
、
一
九
四
七
年
八
月

に
第
一
回
福
岡
市
明
鏡
会
（
聖
福
寺
境
内
の
高
砂
寮
）
が
開
か
れ
た
。
聖
福
寺
境
内
に
は
外
務
省
傘
下
の
在
外
同
胞
援
護
会
、
同
会
の
救

（７）

戦
後
の
京
城
女
子
師
範
学
校
卒
業
生
の
同
窓
会
活
動
（
広
瀬
）
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療
部
聖
福
病
院
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
中
に
卒
業
生
が
い
２０た
。
福
岡
県
内
の
こ
う
し
た
動
き
の
結
果
、
一
九
四
九
年
八
月
に
福
岡
明

鏡
会
が
設
置
さ
れ
た
。

一
方
、
一
九
四
九
年
秋
に
は
、
東
京
都
で
初
め
て
明
鏡
会
の
集
ま
り
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
明
鏡
会
は
広
島
県
（
一
九
五
七
年
一
一

月
）、
大
分
県
（
一
九
五
八
年
一
一
月
）、
長
崎
県
（
一
九
六
〇
年
、
月
は
不
明
）、
佐
賀
県
（
一
九
六
五
年
一
月
）、
東
京
都
（
一
九
六
五

年
八
月
）
と
、
西
日
本
か
ら
順
次
地
方
組
織
が
設
置
さ
れ
た
。
一
九
六
五
年
八
月
に
は
、
第
一
回
九
州
大
会
が
開
催
さ
れ
２１た
。
次
第
に
生

活
が
安
定
す
る
に
伴
い
、
組
織
は
拡
大
し
、
全
国
組
織
の
明
鏡
会
を
設
立
す
る
動
き
が
加
速
し
た
。
名
簿
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
堀
越
恭

子
（
尋
常
科
三
期
、
一
九
四
一
年
卒
業
）
の
役
割
が
大
き
か
っ
た
。
堀
越
は
引
揚
げ
後
、
外
務
省
の
朝
鮮
関
係
残
務
整
理
事
務
所
で
関
係

者
の
残
務
整
理
を
し
て
い
た
。「
連
日
届
く
皆
さ
ん
の
帰
国
届
け
の
書
類
を
見
て
、
あ
あ
あ
の
方
も
無
事
に
帰
っ
て
こ
ら
れ
た
、
こ
の
方

も
あ
そ
こ
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
な
つ
か
し
く
思
い
、
そ
の
思
い
を
何
か
の
形
で
ま
と
め
た
い
と
考
え
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。（
中
略
）

帰
国
届
の
書
類
の
中
か
ら
、
女
子
師
範
出
身
と
覚
し
き
人
を
写
し
、
葉
書
を
出
し
て
回
答
の
あ
っ
た
方
の
み
を
名
簿
に
ま
と
め
て
み
ま
し

２２た
」
と
い
う
。

（
２
）
明
鏡
会
の
全
国
大
会
開
催

明
鏡
会
は
一
九
六
八
年
八
月
、
第
一
回
全
国
大
会
を
大
分
県
別
府
市
で
開
催
し
た
。
参
加
者
は
約
一
三
〇
名
で
、
本
部
を
福
岡
県
に
置

く
こ
と
を
決
定
し
た
。
ま
た
、
全
国
を
六
ブ
ロ
ッ
ク
に
わ
け
、
責
任
者
を
決
定
し
た
。
こ
れ
以
降
、
ほ
ぼ
三
年
お
き
に
全
国
大
会
を
日
本

各
地
で
開
催
し
２３た
。
明
鏡
会
の
全
国
大
会
開
催
地
と
参
加
者
数
は
、
表
１
の
通
り
で
あ
る
。
支
部
（
九
州
、
近
畿
、
関
東
、
中
国
、
四

（８）

三
八
〇



国
）
が
中
心
に
な
っ
た
場
合
や
、
県
（
熊
本
、
岡
山
、
京
都
、
福
岡
）
が
主
催
に
な
っ
た
場
合
も
あ
る
。
参
加
者
は
第
一
回
の
一
三
〇
名

か
ら
第
二
回
に
は
三
一
五
名
と
二
・
四
倍
に
拡
大
し
た
。
し
ば
ら
く
は
二
〇
〇
名
台
が
続
い
た
が
、
第
七
回
（
一
九
八
六
年
）
に
は
四
〇

〇
名
、
第
八
回
（
一
九
八
九
年
）
は
五
七
七
名
と
最
高
を
記
録
し
た
。
ま
た
、
第
六
回
（
一
九
八
三
年
）
か
ら
韓
国
人
会
員
の
参
加
が
始

ま
り
、
第
八
回
（
一
九
八
九
年
）
に
は
最
高
の
八
四
名
が
参
加
し
た
。

岡
本
文
子
会
長
は
、
明
鏡
会
は
「
唯
一
、
最
大
の
行
事
は
全
国
大
会
」
で
あ
る
と
位
置
付
け
、「
母
校
を
失
い
ま
し
た
私
共
に
は
、
三

年
ご
と
に
廻
り
く
る
大
会
こ
そ
、
京
城
女
子
師
範
学
校
の
象
徴
で
あ
る
と
申
し
て
も
よ
ろ
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
女
子
師
範
の

卒
業
で
あ
る
と
い
う
誇
り
が
、
会
場
に
一
つ
に
な
っ
た
時
、
心
は
自
然
と
青
春
時
代
を
過
ご
し
た
学
び
舎
を
駆
け
廻
っ
て
お
り
ま
す
（
中

略
）
か
つ
て
学
び
ま
し
た
明
鏡
魂
が
血
と
な
り
肉
に
な
っ
て
染
み
つ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
、
参
加
者
一
同
、
感
激

と
歓
喜
に
没
入
出
来
ま
し
た
こ
と
が
何
よ
り
の
証
拠
で
あ
り
ま
２４す
」
と
、
全
国
大
会
開
催
の
積
極
的
な
意
義
を
述
べ
た
。

同
窓
会
は
同
窓
生
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
教
師
、
先
輩
、
後
輩
も
出
席
す
る
「
擬
似
学
校
的
空
間
」
で
あ
る
と
い
２５う
。
京
城
女
子
師
範

の
明
鏡
会
の
場
合
、
朝
鮮
と
母
校
を
失
い
、
全
国
大
会
こ
そ
が
青
春
と
学
校
生
活
を
回
想
す
る
唯
一
の
道
だ
っ
た
。
一
九
九
八
年
一
一
月

に
開
催
さ
れ
た
第
一
一
回
全
国
大
会
（
福
岡
）
の
式
次
第
を
見
て
み
る
。
実
行
委
員
長
挨
拶
、
会
長
挨
拶
、
物
故
会
員
に
対
す
る
黙
�
、

恩
師
紹
介
と
記
念
品
贈
呈
、
議
事
（
経
過
報
告
、
会
計
報
告
、
特
別
委
員
会
報
告
、
明
鏡
会
活
動
の
今
後
）、
明
鏡
会
全
国
大
会
を
ふ
り

返
っ
て
、
校
歌
合
唱
、
閉
会
の
こ
と
ば
、
と
な
る
。
そ
の
後
、
懇
親
会
が
始
ま
り
、
宮
廷
舞
踊
（
韓
国
会
員
有
志
）、
の
ん
の
こ
踊
り
（
長

崎
支
部
）、
博
多
ど
ん
た
く
踊
り
（
会
員
一
同
）
が
行
わ
れ
２６た
。
故
郷
と
校
舎
を
失
っ
た
会
員
に
と
っ
て
、
特
に
母
校
を
象
徴
す
る
の
は
、

（９）

戦
後
の
京
城
女
子
師
範
学
校
卒
業
生
の
同
窓
会
活
動
（
広
瀬
）
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恩
師
と
校
歌
だ
っ
た
。
名
簿
『
明
鏡
』
に
は
、
巻
頭
に
校
歌
（
北
原
白
秋
作
詞
、
山

田
耕
作
作
曲
）
と
恩
師
の
名
簿
が
掲
載
さ
れ
た
。

一
九
八
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、
韓
国
で
は
海
外
旅
行
が
自
由
化
さ
れ
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
一
九
八
九
年
九
月
の
第
九
回
全
国
大
会
（
岡
山
県
）
に
は
韓
国
人
が
八
四

名
参
加
し
た
。
韓
国
人
の
一
人
は
、「
忘
れ
か
け
た
旧
友
の
な
つ
か
し
い
顔
々
。
何

年
も
使
わ
な
か
っ
た
日
本
語
。
挨
拶
の
言
葉
も
ど
も
り
、
ど
う
に
か
口
が
利
け
る
か

と
思
っ
た
ら
、
も
う
分
か
れ
の
時
間
。
御
健
康
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
恩
師
の
方
々
は
じ

め
、
日
本
の
皆
様
お
元
気
で
御
幸
福
２７で
」
と
、
再
会
を
懐
か
し
む
意
見
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
一
方
で
は
植
民
地
支
配
の
傷
跡
を
日
本
に
見
る
意
見
も
あ
っ
た
。
韓
国
人

の
一
人
は
、「
北
海
道
の
畑
で
は
、
時
々
開
拓
者
の
遺
骨
が
出
る
と
い
う
ガ
イ
ド
の

話
。
第
二
次
大
戦
の
時
、
韓
国
か
ら
日
本
に
徴
用
さ
れ
、
北
海
道
の
炭
鉱
で
な
く
な

ら
れ
た
方
も
多
い
筈
。
真
心
を
こ
め
て
冥
福
を
祈
っ
２８た
」
と
い
う
。

表
１
の
よ
う
に
、
明
鏡
会
は
三
〇
年
間
に
一
一
回
の
全
国
大
会
を
開
催
し
た
。
し

か
し
、
第
一
一
回
大
会
が
最
後
の
大
会
と
な
っ
た
。
二
〇
〇
七
年
九
月
、
明
鏡
会
本

部
は
二
〇
〇
七
年
度
で
解
散
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
解
散
の
理
由
は
、
会
員
の
高

表 1・明鏡全国大会の開催地・参加者（1968～1998 年）

合計

１３０

３１５

２６７

３０２

２３７

２９７

４４７

５７７

４９７

４０４

５４３

明鏡会『戦後明鏡会のあゆみ』（同会、１９９５年）頁数なし。明鏡会『明鏡だより』各号から作成。

会員外

５

恩師

不明

２７

１７

２６

２１

１７

２１

１９

１３

２５

不明

韓国人

０

１０

０

０

０

２６

１７

８４

６３

２５

不明

会員

１３０

２８８

２５０

２７９

２１３

２５４

４０９

４９３

４２１

３７９

不明

担当

九州

近畿

関東

中国

四国

東北

熊本

岡山

京都

関東

福岡

開催地

別府

大阪

熱海

下関

徳島

仙台

熊本

岡山

京都

東京

福岡

年

１９６８

１９７１

１９７４

１９７７

１９８０

１９８３

１９８６

１９８９

１９９２

１９９５

１９９８

回

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

（１０）
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齢
化
に
あ
っ
た
。
松
田
和
子
会
長
は
そ
の
理
由
を
、「
本
部
役
員
の
大
半
は
八
十
歳
を
越
え
、
会
の
運
営
も
厳
し
く
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。

一
時
期
千
三
百
人
を
擁
し
た
会
員
は
先
生
方
を
含
め
現
在
約
九
百
名
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
活
動
に
齟
齬
を
来
た
さ
な
い
う
ち
に
ー

と
考
え
た
結
果
の
決
断
で
ご
ざ
い
ま
２９す
」
と
し
た
。
松
田
の
言
葉
に
は
、
京
城
女
子
師
範
は
「
内
鮮
一
体
を
目
標
と
す
る
国
の
植
民
地
政

策
の
も
と
」
で
設
立
さ
れ
た
と
の
文
言
が
あ
る
。「
内
鮮
一
体
」、「
植
民
地
支
配
」
の
文
字
が
『
明
鏡
だ
よ
り
』
に
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
こ

れ
が
最
初
で
、
最
後
だ
っ
３０た
。

（
３
）
日
韓
交
流
の
開
始
と
活
発
化

一
九
四
五
年
八
月
以
降
、
京
城
女
子
師
範
の
卒
業
生
・
在
校
生
は
日
本
、
韓
国
、
北
朝
鮮
と
所
在
地
を
異
に
し
た
。
こ
の
中
で
、
日
韓

の
間
で
卒
業
生
間
に
連
絡
が
つ
き
、
日
韓
の
相
互
訪
問
が
始
ま
る
。
一
九
六
六
年
一
一
月
に
高
永
宝
（
尋
常
科
八
期
、
一
九
四
五
年
四
年

在
学
）
か
ら
元
教
師
中
島
モ
モ
エ
の
元
に
手
紙
が
届
い
た
。
中
島
は
一
九
六
七
年
一
二
月
に
韓
国
人
卒
業
生
の
招
待
を
受
け
、
ソ
ウ
ル
市

を
一
〇
日
間
訪
問
し
た
。
こ
れ
を
韓
国
人
卒
業
生
三
五
名
が
歓
迎
し
た
。
中
島
は
韓
国
人
卒
業
生
か
ら
の
歓
待
を
受
け
た
理
由
を
七
点
あ

げ
て
い
る
。
第
四
点
に
は
、「
生
徒
の
年
齢
は
十
三
歳
か
ら
十
八
歳
く
ら
い
、
最
も
感
受
性
の
強
い
時
期
に
当
た
っ
て
お
り
、
ま
た
朝
鮮

全
土
か
ら
選
ば
れ
、
難
関
を
突
破
し
て
入
学
し
た
優
秀
な
頭
脳
の
持
主
ば
か
り
で
、
す
ぐ
れ
た
吸
収
力
・
記
憶
力
を
持
っ
て
い
た
。
従
っ

て
、
授
業
の
時
や
平
素
、
わ
た
し
の
言
っ
た
こ
と
し
た
こ
と
の
は
し
ば
し
が
、
驚
く
ほ
ど
の
鮮
明
さ
で
心
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
３１た
」
と
、

指
摘
し
た
。

こ
れ
に
続
き
、
一
九
七
一
年
八
月
の
第
二
回
全
国
大
会
（
大
阪
）
に
韓
国
人
卒
業
生
一
〇
名
が
元
教
師
中
島
モ
モ
エ
の
招
待
に
よ
り
来

（１１）
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日
し
、
特
別
に
参
加
し
３２た
。
韓
国
側
の
文
純
会
長
（
尋
常
科
四
期
、
一
九
四
二
年
卒
業
）
は
、
京
城
女
子
師
範
に
つ
い
て
、「
立
派
な
学

校
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
戦
争
終
了
と
同
時
に
新
生
韓
国
の
新
し
い
教
育
機
関
に
そ
の
役
割
を
引
き
継
い
だ
後
、
今
は
歴
史
的
使
命
を
果

た
し
た
記
念
碑
と
な
り
ま
し
た
。（
中
略
）
そ
の
名
は
老
兵
の
如
く
消
え
行
き
ま
し
た
が
、
そ
の
功
績
と
役
割
は
不
滅
の
塔
の
如
く
永
遠

に
残
り
ま
し
ょ
３３う
」
と
挨
拶
し
た
。

日
韓
の
交
流
拡
大
に
伴
い
、
日
韓
会
員
の
往
来
が
活
発
化
し
て
い
く
。
一
九
八
四
年
八
月
明
鏡
会
韓
国
訪
問
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
、
第
一

回
韓
日
合
同
大
会
を
ソ
ウ
ル
市
で
開
催
し
た
。
日
本
か
ら
の
参
加
者
は
多
数
に
の
ぼ
っ
た
。
一
日
目
は
新
羅
ホ
テ
ル
で
韓
国
側
の
総
会
が

開
催
さ
れ
、
二
日
目
は
観
光
コ
ー
ス
に
組
み
入
れ
て
あ
っ
た
母
校
跡
を
訪
問
し
た
。
す
で
に
校
舎
や
寮
は
な
く
な
っ
て
い
た
が
、
唯
一
残

る
清
涼
台
跡
を
見
学
し
３４た
。
一
九
九
三
年
一
〇
月
に
は
「
韓
国
明
鏡
会
総
会
、
及
び
大
田
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
九
三
」
参
加
行
事
が
行
わ
れ
た
。
参

加
者
は
韓
国
人
が
二
六
〇
名
、
日
本
人
は
教
員
三
名
、
会
員
五
三
名
だ
っ
た
。
引
揚
げ
以
来
、
初
め
て
韓
国
・
ソ
ウ
ル
市
を
訪
問
し
た
日

本
人
会
員
も
い
た
。
一
日
本
人
は
「
在
韓
中
は
懐
か
し
い
友
達
の
歓
待
を
受
け
感
激
し
ま
し
た
。
昔
な
が
ら
の
ソ
ウ
ル
駅
を
見
た
一
瞬
少

女
に
か
え
り
、
白
馬
江
の
流
れ
に
日
韓
の
深
い
繋
が
り
を
思
い
ま
し
た
。
や
が
て
は
私
は
生
育
の
地
束
草
を
訪
ね
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

述
べ
た
。
ま
た
、
別
の
日
本
人
は
「
ソ
ウ
ル
生
ま
れ
の
私
は
四
十
年
振
り
に
故
郷
の
大
地
に
立
つ
こ
と
が
出
来
た
。
盛
大
な
心
あ
た
た
ま

る
総
会
、
貴
重
な
時
間
を
削
い
て
の
ク
ラ
ス
会
等
々
、
皆
六
十
年
代
の
年
を
重
ね
た
が
皆
様
の
お
顔
を
見
て
い
る
と
、
乙
女
時
代
の
面
影

が
残
っ
て
い
て
嬉
し
く
思
っ
３５た
」
と
語
っ
た
。

こ
う
し
た
交
流
拡
大
の
流
れ
の
中
で
、
一
九
九
七
年
五
月
に
第
一
〇
回
明
鏡
会
全
国
大
会
兼
第
二
回
日
韓
合
同
大
会
が
横
浜
市
で
開
催

（１２）
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さ
れ
た
。
こ
の
時
に
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
友
情
は
国
境
を
こ
え
て
」
が
初
め
て
登
場
し
た
。
こ
の
背
景
に
は
、「
明
鏡
は
、
他
校
の
同
窓
会
に

較
べ
て
ひ
と
味
違
う
会
で
あ
る
と
思
う
。
そ
れ
は
、
国
境
を
越
え
た
友
情
と
互
い
の
信
頼
が
深
い
絆
と
な
っ
て
固
く
結
ば
れ
て
い
る
か
ら

だ
と
信
じ
て
い
る
。
こ
の
明
鏡
会
の
精
神
が
、
永
遠
に
私
達
の
心
の
中
に
行
き
続
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
３６る
」
と
の
思
い
が
あ
っ
た
。
日

本
人
だ
け
の
明
鏡
会
は
日
韓
交
流
拡
大
の
中
で
、
韓
国
人
会
員
の
立
場
を
思
い
や
る
精
神
的
な
余
裕
が
生
ま
れ
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
同

年
同
月
、『
戦
後
明
鏡
会
の
あ
ゆ
み
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
刊
行
の
意
義
を
松
田
和
子
会
長
は
、「
ふ
り
返
れ
ば
戦
後
五
十
年
、
今
年
は
一
つ

の
節
目
の
年
で
あ
り
ま
す
。
明
鏡
会
も
年
毎
に
新
会
員
の
加
入
を
加
え
、
お
蔭
様
で
、
現
在
の
会
員
は
一
千
三
百
余
名
を
数
え
、
こ
こ
に

発
展
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
中
略
）
こ
の
年
に
当
た
り
、
戦
後
の
明
鏡
会
の
歩
み
を
明
ら
か
に
し
て
、
そ
の
足
取
り
を
確
か

め
る
こ
と
は
、
今
年
度
の
本
部
に
課
せ
ら
れ
た
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
あ
り
ま
し
３７た
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
明
鏡
会
の
活
動
を
日

本
現
代
史
に
中
に
位
置
付
け
よ
う
と
す
る
、
明
確
な
歴
史
意
識
が
見
ら
れ
る
。

（
４
）
博
多
港
引
揚
祈
念
碑
建
立
・
引
揚
資
料
館
建
設
の
請
願
運
動

一
九
八
七
年
か
ら
福
岡
市
で
「
博
多
港
に
引
揚
記
念
碑
・
資
料
会
館
を
建
設
し
、
そ
の
一
帯
を
公
園
と
し
て
整
備
し
て
、
そ
こ
に
母
校

名
の
植
樹
を
求
め
る
請
願
」
運
動
が
始
ま
っ
た
。
こ
れ
に
一
九
九
三
年
か
ら
京
城
高
女
の
白
楊
会
、
京
城
同
窓
会
（
在
京
城
中
学
校
・
女

学
合
同
会
）
が
参
加
し
、
一
九
九
四
年
四
月
か
ら
福
岡
支
部
が
運
動
に
参
加
し
３８た
。
全
国
の
会
員
か
ら
八
五
〇
〇
名
の
請
願
署
名
を
も
ら

い
、
福
岡
県
支
部
に
特
別
委
員
会
を
設
置
し
３９た
。
特
別
委
員
会
に
は
、
村
松
雅
枝
会
長
（
初
代
明
鏡
会
会
長
）、
熊
谷
佳
子
副
委
員
長
、
委

員
二
名
を
置
い
た
。
こ
の
運
動
は
成
功
し
、
一
九
九
六
年
三
月
に
引
揚
記
念
碑
が
完
成
し
た
。
一
九
九
八
年
三
月
に
六
本
の
植
樹
が
な
さ

（１３）
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れ
、
植
樹
式
が
開
催
さ
れ
た
。
樹
木
六
本
は
「
引
揚
を
考
え
る
集
い
」
の
六
団
体
で
あ
る
、
第
一
高
女
（
白
楊
会
）、
羅
南
高
女
（
葉
月

会
）、
京
城
女
子
師
範
（
明
鏡
会
）、
仁
川
高
女
（
白
楊
会
）、
木
浦
高
女
（
わ
か
葉
会
）、
郡
山
在
住
者
（
月
明
会
）
を
象
徴
し
４０た
。
た
だ

し
、「
資
料
館
建
設
」
は
次
の
課
題
と
な
っ
た
。

一
九
九
九
年
一
一
月
、
明
鏡
会
本
部
は
「
引
揚
博
多
を
偲
ぶ
集
い
」（
福
岡
市
博
多
港
引
揚
記
念
事
業
実
行
委
員
）
に
祝
電
を
送
っ
た
。

そ
の
内
容
の
中
に
は
、「
遠
く
外
地
で
敗
戦
を
迎
え
、
祖
国
に
帰
る
こ
と
も
叶
わ
ず
亡
く
な
っ
て
い
っ
た
多
く
の
同
胞
を
思
う
と
き
、
こ

こ
に
生
き
て
祖
国
の
土
を
踏
む
こ
と
が
で
き
た
私
ど
も
は
な
ん
と
幸
せ
な
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
故
に
こ
そ
長
く
後
世
に
伝
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
使
命
感
を
痛
感
し
て
お
り
ま
４１す
」
と
、
引
揚
げ
の
顕
彰
を
強
調
し
た
。

（
５
）「
関
釜
裁
判
」
へ
の
支
援

明
鏡
会
全
体
の
活
動
で
は
な
い
が
、
重
要
な
活
動
と
し
て
卒
業
生
の
一
人
で
あ
る
杉
山
と
み
（
演
習
科
六
期
、
一
九
四
一
年
卒
業
）
が

「
釜
山
従
軍
慰
安
婦
・
女
子
勤
労
挺
身
隊
公
式
謝
罪
等
請
求
事
件
」（
以
下
、「
関
釜
裁
判
」
と
す
る
）
に
証
人
と
し
て
法
廷
に
立
っ
た
こ

と
を
あ
げ
る
。
杉
山
は
一
九
四
一
年
四
月
か
ら
慶
尚
北
道
・
達
城
国
民
学
校
の
教
員
だ
っ
た
。
こ
こ
で
四
年
生
と
し
て
担
当
し
た
生
徒
の

一
人
で
あ
る
朴
小
得
が
、「
関
釜
裁
判
」
の
原
告
の
一
人
と
し
て
日
本
企
業
の
不
二
越
を
提
訴
し
た
。
朴
小
得
は
一
九
四
四
年
三
月
に
達

城
国
民
学
校
を
卒
業
し
、
同
年
五
月
、
同
校
教
員
の
守
屋
な
ど
か
ら
日
本
へ
の
勤
労
動
員
を
強
制
さ
れ
、
満
一
二
歳
で
一
九
四
四
年
五
月

か
ら
不
二
越
富
山
工
場
に
女
子
勤
労
挺
身
隊
と
し
て
動
員
さ
れ
た
。
朴
小
得
ら
は
過
酷
な
労
働
、
食
料
不
足
、
病
気
、
空
襲
の
危
機
な
ど

多
く
の
困
難
に
直
面
し
４２た
。

（１４）
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一
九
七
九
年
四
月
、
第
一
八
回
口
頭
弁
論
に
お
い
て
、
杉
山
は
証
人
尋
問
を
受
け
た
。
杉
山
は
一
九
四
四
年
一
月
か
ら
三
月
ま
で
京
城

女
子
師
範
本
科
研
究
生
で
あ
っ
た
が
、
被
告
ら
が
女
子
勤
労
挺
身
隊
と
し
て
動
員
さ
れ
た
皇
民
化
教
育
の
背
景
、
実
態
等
を
説
明
し
４３た
。

杉
山
は
こ
の
報
告
集
会
に
お
い
て
、「
戦
後
、
自
分
は
文
化
に
お
け
る
戦
争
犯
罪
者
だ
と
思
い
、
二
度
と
教
職
に
つ
か
な
い
つ
も
り
だ
っ

た
。戦
後
の
教
員
不
足
の
中
で
意
に
反
し
て
復
職
し
て
か
ら
も
ず
っ
と
心
に
残
っ
て
い
て
、日
韓
親
善
の
お
手
伝
い
を
し
て
き
た
」
と
語
っ

た
。
戦
後
補
償
裁
判
で
、
当
時
関
係
し
た
日
本
人
が
証
言
し
た
の
は
初
め
て
だ
っ
４４た
。
後
に
杉
山
は
「
文
化
に
お
け
る
戦
争
犯
罪
者
」
の

背
景
を
、「
戦
争
に
同
調
し
、
純
粋
な
韓
国
人
の
子
ど
も
た
ち
を
無
理
に
日
本
人
に
し
よ
う
と
し
た
皇
民
化
教
育
、
そ
の
誤
り
を
ど
の
よ

う
に
返
せ
ば
良
い
の
か
、
答
え
が
探
せ
ず
に
い
４５た
」
と
語
っ
て
い
る
。
京
城
女
子
師
範
の
卒
業
生
と
し
て
朝
鮮
の
教
壇
に
立
っ
た
多
く
の

同
窓
生
の
中
で
、
杉
山
は
朝
鮮
人
の
子
女
に
対
す
る
明
確
な
加
害
者
意
識
を
持
っ
て
い
た
。

朴
小
得
ら
女
子
勤
労
挺
身
隊
七
名
の
「
関
釜
裁
判
」
は
一
九
九
八
年
四
月
の
一
審
、
二
〇
〇
一
年
三
月
の
二
審
、
二
〇
〇
三
年
四
月
の

最
高
裁
と
、
い
ず
れ
も
敗
訴
に
終
わ
っ
４６た
。

三
・
明
鏡
会
の
組
織
と
運
営

（
１
）
明
鏡
会
の
本
部
と
会
員
数

明
鏡
会
は
一
九
六
八
年
に
第
一
回
全
国
大
会
（
別
府
）
を
開
催
し
た
。
決
定
事
項
と
し
て
は
、
�
本
部
を
福
岡
に
置
く
、
�
役
員
（
会

長
、
会
長
補
佐
、
副
会
長
、
書
記
会
計
、
監
事
）
を
置
く
、
こ
と
の
二
点
だ
っ
４７た
。
そ
の
後
、
一
九
七
四
年
八
月
か
ら
本
部
を
東
京
に
移

（１５）
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し
４８た
。
歴
代
の
会
長
は
、
表
２
で
あ
る
。
初
代
の
村
松
雅
枝
か
ら
二
代
の
皆
川
千
代
子
に
交
代
す
る
と

同
時
に
、
本
部
も
東
京
に
移
っ
た
。
所
属
で
わ
か
る
よ
う
に
尋
常
科
が
中
心
で
あ
り
、
皆
川
か
ら
三
代
の

岡
本
文
子
へ
、
さ
ら
に
四
代
の
松
田
和
子
へ
と
若
返
り
が
図
ら
れ
た
。

明
鏡
会
本
部
は
大
き
く
見
る
と
、
二
つ
の
こ
と
を
行
っ
た
。
第
一
に
は
、
名
簿
を
管
理
・
作
成
し
て
『
明

鏡
』
を
刊
行
し
た
。
同
窓
会
名
簿
で
あ
る
『
明
鏡
』
は
三
年
置
き
に
刊
行
さ
れ
、
合
計
一
一
冊
を
刊
行
し

た
。
第
二
に
は
、
会
報
『
明
鏡
だ
よ
り
』
を
発
行
し
た
。『
明
鏡
だ
よ
り
』
は
二
号
（
一
九
七
一
年
一
一

月
）（
一
号
は
発
行
年
月
不
明
）
か
ら
一
一
号
（
二
〇
〇
〇
年
八
月
）
ま
で
、
不
定
期
に
十
一
号
が
刊
行

さ
れ
た
。

明
鏡
会
は
組
織
の
活
性
化
と
と
も
に
、
会
員
数
が
拡
大
し
た
。
表
３
は
名
簿
『
明
鏡
』
に
掲
載
さ
れ

た
会
員
数
で
あ
る
。
一
九
六
八
年
に
八
七
八

名
か
ら
開
始
し
た
会
員
数
は
、
一
九
九
二
年

に
は
最
高
の
一
三
五
九
名
と
な
っ
た
。
し
か

し
、
一
九
九
八
年
に
は
四
七
名
が
減
少
し
、

一
三
一
二
名
と
な
っ
た
。
そ
の
後
は
会
員
の

高
齢
化
に
伴
い
、
次
第
に
会
員
数
は
減
少
し

表 2・明鏡会の歴代会長

支部

福岡

関東

関東

関東

「年表」、明鏡会『明鏡会のあゆみ』（同会、１９９５年）１２～３２頁から作成。

任期

１９６９年８月～１９７４年８月

１９７４年８月～１９８０年８月

１９８０年８月～１９８９年１月

１９８９年１月～２００８年１２月

所 属

演習科３期（１９３８年卒業）

尋常科１期（１９３９年卒業）

尋常科３期（１９３８年卒業）

尋常科８期（１９４５年４年）

旧姓

佐々木

塩 毛

小 野

氏名

松村 雅枝

皆川千代子

岡本 文子

松田 和子

代

１

２

３

４

表 3・名簿『明鏡』掲載
の会員数（1968～1992年）

数

８７８

１，０７４

１，１７４

１，１２４

１，１５７

１，１８３

１，２６８

１，３０６

１，３５９

１，３１２

明鏡会『戦後明鏡会のあゆみ』
（同会、１995年）頁数なし。
明鏡会本部『明鏡』１１号（同会、
１９９８年）。

年

１９６８

１９７１

１９７４

１９７７

１９８０

１９８３

１９８６

１９８９

１９９２

１９９８

号数

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

（１６）
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て
い
っ
た
。
明
鏡
会
が
二
〇
〇
八
年
一
二
月
に
解
散
を
決
定
し
た
時
点
で
の
会
員
数
は
約
九
百
名
だ
っ
４９た
。

（
２
）
各
地
方
別
・
県
別
の
支
部
活
動

明
鏡
会
の
組
織
を
、
最
後
の
名
簿
『
明
鏡
』（
一
九
九
八
年
）
か
ら
見
て
み
よ
う
。
表
４
が
支
部
・
県
別
の
会
員
数
で
あ
る
。
明
鏡
会

は
北
か
ら
、
九
支
部
（
北
海
道
、
東
北
、
関
東
、
中
部
、
北
陸
、
近
畿
、
中
国
、
四
国
、
九
州
）
を
置
い
た
。
支
部
の
中
で
は
、
九
州
支

部
の
割
合
が
最
も
高
く
三
一
・
六
％
、
次
い
で
関
東
が
二
一
・
一
％
、
中
国
が
一
五
・
〇
％
、
近
畿
が
一
一
・
七
％
、
中
部
が
六
・
四
％

と
な
る
。
九
州
、
中
国
、
近
畿
と
、
西
日
本
の
会
員
数
が
多
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
県
別
で
見
る
と
、
上
位
は
福
岡
が
一
五
六
名
（
一
一
・

九
％
）、
東
京
が
一
一
四
名
（
八
・
七
％
）、
広
島
が
六
七
名
（
五
・
一
％
）、
大
阪
が
六
三
名
（
四
・
八
％
）、
熊
本
が
六
〇
名
（
四
・
六

％
）
で
あ
る
。
福
岡
は
引
揚
げ
地
で
あ
る
博
多
港
が
あ
っ
た
こ
と
も
関
連
し
、
一
県
で
全
会
員
の
一
一
・
九
％
を
占
め
た
。

表 4・支部別・県別の会員数
（1998 年）

数（％）
１１（０．８）
５９（４．５）

２７７（２１．１）

８４（６．４）

３９（３．０）

１５３（１１．７）

１９７（１５．０）

７１（５．４）

４１５（３１．６）

６（０．５）
１，３１２（１００）

明鏡会『明鏡』１１号（同会、１９９８年）か
ら作成。

数

２８
５
４
１４
４
４

１１４
５７
４３
２７
１１
１０
１５

３４
１７
１８
８
７

９
８
１３
９

６３
３２
２２
１７
１０
５
４

６７
５７
２８
３６
９

２１
１５
２０
１５

１５６
５０
５２
４４
６０
２５
２８

県名

宮城
秋田
青森
福島
岩手
山形

東京
神奈川
千葉
埼玉
茨城
群馬
栃木

愛知
静岡
長野
岐阜
山梨

富山
福井
石川
新潟

大阪
兵庫
京都
奈良
和歌山
三重
滋賀

広島
山口
島根
岡山
鳥取

高知
徳島
愛媛
香川

福岡
長崎
大分
佐賀
熊本
宮崎
鹿児島

支部名
北海道
東北

関東

中部

北陸

近畿

中国

四国

九州

国外
合計

（１７）

戦
後
の
京
城
女
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師
範
学
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卒
業
生
の
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会
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（
広
瀬
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各
支
部
・
県
別
で
全
国
大
会
を
主
催
す
る
こ
と
は
、
支
部
・
県
在
住
会
員
の
協
力
・
活
性
化
に
つ
な
が
っ
た
。
一
九
八
九
年
九
月
に
第

八
回
全
国
大
会
（
岡
山
）
を
開
催
し
た
岡
山
開
催
準
備
会
は
、
準
備
の
模
様
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
第
一
回
準
備
会
は
、
去
年

〔
一
九
八
八
年＝

広
瀬
〕
の
九
月
二
十
五
日
で
し
た
が
、
そ
の
前
に
予
備
的
な
会
合
を
二
回
や
り
ま
し
た
。
最
終
的
な
会
合
は
前
日
の
九

月
二
十
七
日
で
、
そ
れ
が
七
回
目
で
し
た
。
こ
の
間
に
準
備
委
員
会
の
準
備
会
を
十
二
、
三
回
や
っ
て
い
ま
す
。
電
話
は
交
渉
、
買
い
物

な
ど
の
回
数
は
、
も
う
忘
れ
ち
ゃ
う
ほ
ど
た
く
さ
５０ん
」。
ま
た
、
一
九
九
二
年
一
一
月
に
第
九
回
全
国
大
会
（
京
都
）
を
開
催
し
た
京
都

府
の
会
員
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。「
京
都
に
住
ん
で
い
て
も
ほ
と
ん
ど
初
対
面
の
人
ば
か
り
だ
し
、
大
会
は
先
の
こ
と
と
、
正
直

余
り
気
が
進
ま
な
か
っ
た
の
で
す
が
」、「
事
前
の
会
合
は
十
七
回
延
べ
人
数
百
三
十
名
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
皆
の
熱
意
が
盛
り
あ
が
り
、

丸
山
委
員
長
の
人
柄
に
ひ
か
れ
て
、
大
会
を
成
功
さ
せ
よ
う
と
思
い
ま
し
た
」、「
大
会
が
終
わ
っ
た
今
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
が
心
を
一
つ
に

し
て
頑
張
っ
た
と
い
う
充
実
感
に
浸
っ
て
お
り
ま
５１す
」
と
い
う
。

（
３
）
同
期
生
の
活
動

尋
常
科
、
演
習
科
、
本
科
、
講
習
科
の
同
期
生
た
ち
は
各
自
で
各
種
の
会
合
を
持
つ
一
方
、
定
期
刊
行
物
を
発
行
し
た
。
尋
常
科
一
九

四
三
年
は
「
ア
カ
シ
ア
会
」、
尋
常
科
一
九
四
四
年
は
「
た
ん
ぽ
ぽ
会
」、
演
習
科
一
九
四
三
年
は
「
ひ
と
は
会
」、
本
科
一
九
四
四
年
は

「
い
く
よ
よ
会
」、
本
科
一
九
四
五
年
は
「
は
た
ち
会
」
で
あ
る
。
思
い
出
深
い
地
で
あ
る
「
清
涼
」
を
つ
け
た
の
は
、
尋
常
科
一
九
四

五
年
四
年
在
学
、
尋
常
科
一
九
四
五
年
三
年
在
学
で
あ
り
、
尋
常
科
一
九
四
五
年
は
回
覧
ノ
ー
ト
を
活
字
に
す
る
時
に
「
青
雲
ま
す
む
」

と
し
５２た
。

（１８）
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表 5・尋常科 8期生（1945 年 4年在学）の名簿

戦後の足取り

結婚、主婦

中学校教員、小学校教員、

結婚、夫は死亡、子供は５人

会社員、結婚

松江高女に編入、会社員、結婚、子供は２人、夫は朝鮮からの引揚者

保健婦、結婚、子供は１人

県庁に勤務

結婚、子供は２人

結婚、養鶏業

結婚、主婦、夫は県庁に勤務、子供は２人

結婚、農業

小学校教員、結婚、子供は１人

クリーニング業、結婚、子供は２人

結婚、子供は２人

結婚、夫は会社員、子供は３人

小学校教員、夫は小学校教員、子供は２人

結婚、夫は会社員、子供は３人、後に下宿屋

小学校教員、夫は教員、子供は２人

一人暮らし

福岡第一高女に編入、福岡女専卒業、中学校教員、夫は高校教員、子供は２人

結婚、夫は銀行員、主婦、子供は２人

小学校教員、主婦、子供は２人

鮮魚商、結婚、子供は３人

小学校教員、結婚、子供は２人

農業

高知師範に編入、小学校教員、結婚、夫は教育委員会に勤務、子供は３人

結婚、兼業農家、子供は３人

結婚、子供は２人

明鏡会本部『明鏡』１１号（同会、１９９８年）２１～２３頁、『清涼』１～９号（１９６７年１月～１９８０年７
月）から作成。姓は仮名とした。

住所（県）

島根

愛知

高知

愛知

千葉

埼玉

千葉

高知

福島

広島

佐賀

福岡

宮城

千葉

福岡

アメリカ

広島

東京

埼玉

福岡

埼玉

福岡

福岡

奈良

神奈川

福岡

東京

大分

高知

島根

熊本

氏名

Ａ 佳子

Ａ 典子

Ｉ 繁子

Ｕ 昭子

Ｏ 光枝

Ｏ マツヨ

Ｋ 咲子

Ｋ 喜美

Ｋ 昭子

Ｋ 道子

Ｋ 三重子

Ｓ 恵美子

Ｓ 和子

Ｓ 安子

Ｓ 栄子

Ｔ 栄子

Ｔ 和子

Ｔ 雅子

Ｔ 綾子

Ｔ 和子

Ｔ 貞子

Ｎ 茂子

Ｎ 寿美

Ｎ 美代子

Ｈ スナエ

Ｈ 和子

Ｍ 和子

Ｍ 慶子

Ｙ 登美子

Ｙ 美奈子

Ｒ アヤ子

番号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

（１９）
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尋
常
科
八
期
生
（
一
九
四
五
年
四
年
在
学
）
の
会
報
『
清
涼
』
を
通
じ
て
、
彼
女
た
ち
の
戦
後
の
足
取
り
を
見
て
み
よ
う
。
表
５
は
、

尋
常
科
八
期
生
の
会
員
三
一
名
の
一
覧
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
に
、
消
息
不
明
者
は
一
三
名
、
死
亡
者
は
四
名
で
あ
り
、
日
本
人
は
計
四
八

名
だ
っ
５３た
。
会
員
は
一
九
四
五
年
に
四
年
生
在
学
中
で
あ
っ
た
た
め
、
京
城
女
子
師
範
の
卒
業
証
書
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
住

所
を
見
る
と
、
三
一
名
中
で
福
岡
県
が
六
名
と
最
も
多
く
、
次
い
で
千
葉
県
が
三
名
、
高
知
県
が
三
名
と
な
る
。
彼
女
た
ち
の
多
く
は
結

婚
を
し
て
い
る
が
、
一
人
暮
ら
し
も
一
名
い
る
。
職
業
は
八
名
が
教
員
（
小
学
校
、
中
学
校
）
で
あ
る
が
、
三
一
名
中
の
二
五
・
八
％
に

す
ぎ
な
い
。
教
員
以
外
で
は
、
会
社
員
、
保
健
婦
、
養
鶏
業
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
、
鮮
魚
商
等
が
い
る
。

尋
常
八
期
生
の
同
窓
会
活
動
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、
恩
師
の
中
島
モ
モ
エ
で
あ
る
。
中
島
は
『
清
涼
』
第
一
号
で
、
会
員

を
「
二
度
と
繰
り
返
し
た
く
な
い
、
悪
夢
の
よ
う
だ
っ
た
終
戦
後
の
暗
い
日
々
に
耐
え
て
、
お
互
い
、
よ
く
生
き
て
来
ま
し
た
ね
。
そ
こ

に
は
、
ず
い
ぶ
ん
苦
難
の
日
々
が
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
大
陸
育
ち
の
た
く
ま
し
い
根
性
で
や
り
ぬ
い
て
、
今
は
、
家
庭
に
職
場

に
、
そ
れ
ぞ
れ
所
を
得
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
５４す
」
と
や
さ
し
く
励
ま
し
た
。

会
員
と
の
連
絡
が
取
れ
て
、
喜
ぶ
声
が
多
い
。
畠
山
ス
ナ
エ
は
「
あ
ま
り
に
も
な
つ
か
し
く
て
、
何
か
ら
お
た
よ
り
に
書
い
た
ら
い
い

の
か
わ
か
ら
な
い
く
ら
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
よ
く
御
無
事
で
ー
と
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
お
名
前
の
上
に
、
あ
の
頃
の
お
顔
が
重
な
り

ま
５５す
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、
高
田
和
子
は
「
お
な
つ
か
し
い
お
名
前
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
顔
が
は
っ
き
り
と
目
に
浮
か
び
ま
す
。
学
校
で
、

寮
で
の
あ
の
時
こ
の
時
の
こ
と
が
。
韓
国
と
の
連
絡
も
つ
い
た
と
の
こ
と
、
ほ
ん
と
う
に
う
れ
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
５６す
」
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
同
窓
会
で
の
友
人
と
の
再
会
は
、
大
き
な
喜
び
と
な
っ
た
。
田
尻
和
子
は
、「
八
期
生
だ
け
で
一
つ
の
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、
演
壇
に

（２０）
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我
等
の
中
島
先
生
を
仰
い
だ
と
き
、
も
う
完
全
に
あ
の
赤
れ
ん
が
の
校
舎
に
帰
っ
た
こ
こ
ち
で
し
た
。
止
め
ど
も
な
く
涙
に
む
せ
び
な
が

ら
、
思
い
っ
き
り
校
歌
を
歌
い
ま
し
た
。
清
涼
台
に
整
列
し
て
朝
の
冷
た
い
空
気
を
胸
一
杯
に
吸
い
な
が
ら
、
朝
礼
を
受
け
て
い
る
思
５７い
」

と
書
い
て
い
る
。

（
４
）
韓
国
・
京
城
女
子
師
範
学
校
の
同
窓
会

韓
国
に
は
京
城
女
子
師
範
の
卒
業
生
が
お
り
、
彼
女
た
ち
も
同
窓
会
を
組
織
し
た
。
八
月
一
五
日
以
降
、
京
城
女
子
師
範
は
大
き
な
変

化
に
直
面
し
た
。
九
月
に
な
る
と
街
角
の
電
柱
に
「
女
子
師
範
生
登
校
せ
よ
」
の
ポ
ス
タ
ー
が
貼
ら
れ
た
。
こ
れ
に
気
が
つ
い
た
学
生
は

京
城
女
子
師
範
に
戻
り
、
一
九
四
六
年
三
月
に
卒
業
し
た
。
一
九
四
五
年
八
月
に
四
八
名
い
た
四
年
生
中
で
卒
業
し
た
の
は
他
校
か
ら
転

校
し
た
人
も
加
え
、
二
九
名
だ
け
だ
っ
た
。
後
に
生
徒
数
の
補
充
の
た
め
、
公
州
師
範
、
京
畿
高
女
か
ら
学
生
を
受
け
入
れ
た
。
さ
ら
に

女
子
師
範
学
校
令
に
よ
り
、
本
科
・
講
習
科
の
生
徒
は
自
動
的
に
ソ
ウ
ル
大
学
に
編
入
さ
れ
、
尋
常
科
の
生
徒
は
小
学
校
勤
務
な
ら
で
き

る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
四
六
年
の
卒
業
後
、
無
試
験
の
特
典
を
利
用
し
て
ソ
ウ
ル
大
学
校
師
範
学
部
に
進
ん
だ
者
も
い
５８た
。

戦
後
の
朝
鮮
人
の
立
場
は
日
本
人
と
較
べ
て
、
さ
ら
に
過
酷
だ
っ
た
。
京
城
女
子
師
範
の
韓
国
代
表
は
、
一
九
八
六
年
に
「
わ
が
国
で

は
、
韓
国
戦
争
、
政
治
的
変
革
、
経
済
建
設
等
、
身
も
心
も
粉
に
し
て
生
き
抜
い
て
参
り
ま
し
５９た
」
と
回
顧
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ

で
も
京
城
女
子
師
範
は
戦
後
、
ソ
ウ
ル
大
学
校
師
範
学
部
と
な
っ
た
た
め
、
彼
女
た
ち
に
と
っ
て
母
校
は
残
っ
た
。

表
６
は
韓
国
・
京
城
女
子
師
範
学
校
同
窓
会
の
名
簿
で
あ
る
。
合
計
三
五
七
名
と
な
る
。
名
簿
の
備
考
や
住
所
か
ら
会
員
の
職
業
を

明
ら
か
に
し
た
の
が
表
７
で
あ
る
。
三
五
七
名
中
の
一
四
一
名
（
三
九
・
五
％
）
に
過
ぎ
な
い
が
、
一
定
の
傾
向
は
う
か
が
え
る
だ
ろ

（２１）

戦
後
の
京
城
女
子
師
範
学
校
卒
業
生
の
同
窓
会
活
動
（
広
瀬
）

三
九
三



表６・韓国・京城女子師範学校
同窓会名簿（1971 年）

会員数

６

１６

２３

２２

１９

２６

１７

２０

１５

２３

１９

１５

２４

１９

３

１６

２０

７

２

３

３

１５

１１

９

５

４

２

４

６

１

５

３５７

京城女子師範学校『同窓会名簿・１９７１年度』
（同校、１９７１年）から作成。

卒業年

１９３９

１９４０

１９４１

１９４２

１９４３

１９４４

１９４５

１９４６

１９４７

１９３６

１９３７

１９３８

１９３９

１９４０

１９４１

１９４２

１９４３

１９４４

１９４５

１９４６

１９３６

１９３７

１９３８

１９３９

１９４０

１９４１

１９４２

１９４３

１９４４

１９４５

１９４６

所属

尋常科１期

尋常科２期

尋常科３期

尋常科４期

尋常科５期

尋常科６期

尋常科７期

尋常科８期

尋常科９期

演習科１期

演習科２期

演習科３期

演習科４期

演習科５期

演習科６期

演習科７期

演習科８期

本科１期

本科２期

本科３期

講習科１期

講習科２期

講習科３期

講習科４期

講習科５期

講習科６期

講習科７期

講習科８期

講習科９期

講習科１０期

講習科１１期

種類

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

合計

表７・韓国・京城女子師範
学校卒業生の職業
（1971 年）

人数

６４

１８

７

７

７

５

５

３

２

２

２

２

２

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１４１

京城女子師範学校『同窓会名簿・
１９７１年度』（同校、１９７１年）から作
成。

職業・役職

国民学校教員

国民学校教頭

中学校教員

高校教員

医者

大学教員

国民学校校長

幼稚園園長

中学校校長

高校校長

中学校教頭

教育委員会

薬局

大学学長

孤児院長

教会

特殊学校教員

託児所

保健局

政治家

農園

文教部奨学官

文教部奨学士

弁護士

洋装店

東洋織物

YMCA

学院

順番

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

合計

（２２）

三
九
四



う
。
最
も
多
い
の
は
国
民
学
校
教
員
が
六
四
名
、
次
い
で
同
校
教
頭
が
一
八
名
、
中
学
校
教
員
が
七
名
、
高
校
教
員
が
七
名
、
医
者
が
七

名
と
な
る
。
全
体
的
に
教
育
関
係
者
が
多
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
れ
ば
、
韓
国
の
会
員
が
在
学
中
に
「
厳
し
か
っ
た
」
と
思
う
規
則
は
、
日
本
語
使
用
が
一
八
名
、
服
装
端
正
が

一
四
名
、
時
間
厳
守
が
一
〇
名
、
通
学
生
の
一
停
留
所
の
距
離
歩
き
が
九
名
、
生
活
規
則
が
七
名
、
寮
規
則
が
七
名
、
礼
儀
厳
守
が
六
名
、

「
皇
国
臣
民
」
精
神
強
要
が
五
名
、
手
紙
検
閲
が
四
名
、
勤
労
奉
仕
が
四
名
等
で
あ
６０る
。
日
本
語
使
用
が
一
位
で
あ
る
よ
う
に
、
京
城
女

子
師
範
に
お
け
る
民
族
的
な
差
違
は
大
き
か
っ
た
。

お
わ
り
に

以
上
の
内
容
を
要
約
す
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

京
城
女
子
師
範
学
校
は
一
九
三
五
年
四
月
に
開
設
さ
れ
、
尋
常
科
、
演
習
科
（
後
に
本
科
と
改
称
）、
講
習
科
の
三
科
を
置
い
た
。
開

学
時
に
は
七
ク
ラ
ス
が
あ
り
、
学
生
数
は
三
七
四
名
だ
っ
た
。
朝
鮮
人
は
二
〇
五
名
、
日
本
人
は
一
四
〇
名
で
あ
り
、
朝
鮮
人
の
比
率
が

高
か
っ
た
。
敗
戦
直
前
に
な
る
と
、
戦
時
的
な
教
育
が
行
わ
れ
た
。
授
業
は
中
止
と
な
り
、
看
護
実
習
、
雲
母
剥
ぎ
、
農
業
実
習
を
行
っ

た
。
八
月
一
五
日
の
日
本
の
敗
戦
に
よ
り
、
京
城
女
子
師
範
学
校
の
学
生
は
学
校
か
ら
そ
の
ま
ま
帰
宅
し
た
。
各
地
で
教
壇
に
あ
っ
た
卒

業
生
も
大
き
な
衝
撃
を
受
け
た
。
在
校
生
、
卒
業
生
は
困
難
な
過
程
を
経
て
、
日
本
へ
引
揚
げ
た
。

京
城
女
子
師
範
の
同
窓
会
で
あ
る
明
鏡
会
は
一
九
四
六
年
二
月
に
最
初
の
会
合
が
持
た
れ
、
福
岡
、
東
京
、
広
島
、
長
崎
、
佐
賀
な
ど
、

（２３）

戦
後
の
京
城
女
子
師
範
学
校
卒
業
生
の
同
窓
会
活
動
（
広
瀬
）

三
九
五



西
日
本
を
中
心
に
組
織
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
一
九
六
八
年
八
月
に
第
一
回
全
国
大
会
を
開
催
し
た
。
こ
れ
以
降
三
年
お
き

に
、
一
一
回
に
わ
た
っ
て
全
国
大
会
を
開
催
し
た
。
一
九
八
九
年
の
第
八
回
大
会
に
は
最
高
の
五
七
七
名
が
参
加
し
た
。
一
九
八
〇
年
代

か
ら
は
、
韓
国
人
も
全
国
大
会
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
八
四
年
に
は
ソ
ウ
ル
市
で
第
一
回
韓
日
合
同
大
会
が
、
一
九
九
七
年

に
は
横
浜
市
で
第
二
回
日
韓
合
同
大
会
が
各
々
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
時
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
友
情
は
国
境
を
越
え
て
」
だ
っ
た
。
ま
た
、

明
鏡
会
は
博
多
港
引
揚
記
念
碑
建
立
・
引
揚
資
料
館
建
設
運
動
に
も
参
加
し
た
。
同
窓
生
の
一
人
で
あ
る
杉
山
と
み
は
、「
関
釜
裁
判
」
の

証
人
と
し
て
法
廷
に
立
っ
た
。

明
鏡
会
の
本
部
は
福
岡
（
後
に
東
京
）
に
置
か
れ
、
会
長
以
下
の
役
員
を
置
い
た
。
本
部
の
重
要
な
仕
事
は
名
簿
『
明
鏡
』
の
発
行
と
、

会
報
『
明
鏡
だ
よ
り
』
の
刊
行
だ
っ
た
。
会
員
数
は
一
九
九
二
年
が
最
高
の
一
三
五
九
名
だ
っ
た
。
し
か
し
、
会
員
の
高
齢
化
に
伴
い
、

明
鏡
会
は
二
〇
〇
八
年
一
二
月
に
解
散
を
決
定
し
た
。
明
鏡
会
は
全
国
に
地
方
別
・
県
別
の
支
部
を
置
い
た
。
支
部
で
は
九
州
支
部
が
三

一
・
六
％
、
県
別
で
は
福
岡
が
一
一
・
九
％
と
最
も
高
か
っ
た
。
同
期
生
た
ち
は
各
々
会
合
を
行
い
、
会
報
を
出
し
た
。
尋
常
科
八
期
生

は
『
清
涼
』
を
刊
行
し
、
親
交
を
深
め
た
。
韓
国
に
は
三
六
七
名
の
同
窓
生
が
い
た
。
彼
女
た
ち
は
国
民
学
校
教
員
や
同
教
頭
、
中
学
校

や
高
校
教
員
な
ど
、
教
育
関
係
者
が
多
い
の
が
特
徴
だ
っ
た
。

補
注

１

加
藤
聖
文
監
修
・
編
『
海
外
引
揚
関
連
史
料
集
成
』
全
三
三
巻
・
補
遺
二
巻
（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
二
年
）。

（２４）

三
九
六



２

引
揚
げ
に
関
す
る
最
近
の
研
究
と
し
て
、
若
槻
泰
雄
『
戦
後
引
揚
げ
の
記
録
』（
時
事
通
信
社
、
一
九
九
一
年
）、
浅
野
豊
美
監
修
解
説
・
明
田
川
融

訳
『
故
郷：

帝
国
の
解
体
―
米
軍
が
見
た
日
本
人
と
朝
鮮
人
の
引
揚
げ
』（
現
代
史
料
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）、
加
藤
聖
文
『「
大
日
本
帝
国
」
崩
壊

―
東
ア
ジ
ア
の
一
九
四
五
年
』（
中
央
公
論
社
、
二
〇
〇
九
年
）、
田
中
宏
巳
『
復
員
・
引
揚
の
研
究
―
奇
跡
の
生
還
と
再
生
へ
の
道
』（
新
人
物
往

来
社
、
二
〇
一
〇
年
）、
蘭
信
三
編
『
帝
国
崩
壊
と
ひ
と
の
再
移
動
―
引
揚
げ
、
送
還
、
そ
し
て
残
留
』（
勉
成
社
、
二
〇
一
一
年
）、
高
杉
志
緒
『
日

本
に
引
揚
げ
た
人
々
―
博
多
港
引
揚
者
・
援
護
者
聞
書
』（
図
書
出
版
の
ぶ
工
房
、
二
〇
一
一
年
）、
増
田
弘
編
著
『
大
日
本
帝
国
の
崩
壊
と
引
揚
・

復
員
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
）
等
が
あ
る
。

３

咲
本
和
子
「「
皇
民
化
」
政
策
期
の
在
朝
日
本
人
―
京
城
女
子
師
範
学
校
を
中
心
に
」『
国
際
関
係
学
研
究
』（
津
田
塾
大
学
）
二
五
号
（
一
九
九
八

年
六
月
）
七
九
〜
九
四
頁
、
朴
永
奎
「
京
城
女
子
師
範
学
校
に
つ
い
て
―
卒
業
生
ア
ン
ケ
ー
ト
を
中
心
に
」『
九
州
教
育
学
会
研
究
紀
要
』
二
九
号

（
二
〇
〇
一
年
六
月
）
二
五
九
〜
二
六
六
頁
が
あ
る
。
聞
き
取
り
は
、
森
下
昭
子
「「
京
城
」
で
の
暮
ら
し
と
博
多
港
引
揚
」、
前
掲
書
高
杉
志
緒
『
日

本
に
引
揚
げ
た
人
々
』
二
三
〜
四
四
頁
。
ま
た
、
在
朝
日
本
人
の
意
識
に
つ
い
て
は
、
曹
龍
淑
「
在
朝
日
本
人
二
世
の
朝
鮮
・
朝
鮮
人
に
対
す
る
意

識
形
成
の
研
究
―
在
釜
山
日
本
人
を
中
心
に
」『
ア
ジ
ア
社
会
文
化
研
究
』
四
号
（
二
〇
〇
三
年
三
月
）
参
照
。

４

京
城
女
子
師
範
学
校
『
官
立
京
城
女
子
師
範
学
校
一
覧
』（
同
校
、
一
九
三
五
年
）
一
〜
四
二
頁
。

５

野
村
寿
美
子
「
京
女
師
の
卒
業
生
と
し
て
」、
明
鏡
会
本
部
編
『
め
い
き
ょ
う
』
第
一
集
（
同
会
、
一
九
八
〇
年
）
一
〇
七
〜
一
一
〇
頁
。

６

京
城
女
子
師
範
学
校
朝
鮮
教
育
研
究
会
編
『
国
民
教
育
実
践
の
根
底
』（
同
校
、
一
九
四
四
年
）
参
照
。

７

前
掲
論
文
森
下
昭
子
「「
京
城
」
で
の
暮
ら
し
と
博
多
港
引
揚
」、
前
掲
書
高
杉
志
緒
『
日
本
に
引
揚
げ
た
人
々
』
二
三
〜
四
四
頁
。

８

蓑
原
昭
子
「
終
戦
前
後
の
思
い
出
」、
前
掲
書
『
め
い
き
ょ
う
』
第
一
集
、
一
二
三
〜
一
二
六
頁
。

９

前
掲
論
文
森
下
昭
子
「「
京
城
」
で
の
暮
ら
し
と
博
多
港
引
揚
」、
前
掲
書
高
杉
志
緒
『
日
本
に
引
揚
げ
た
人
々
』
二
三
〜
四
四
頁
。

１０

大
谷
マ
ツ
ヨ
「
無
題
」、
京
城
女
子
師
範
学
校
尋
常
八
期
生
『
清
涼
』
五
号
（
一
九
七
〇
年
九
月
）
九
頁
。

１１

熊
谷
佳
子
「「
南
朝
鮮
」
か
ら
の
引
揚
げ
―
帝
国
を
移
動
し
た
私
た
ち
の
家
族
」、
前
掲
書
『
帝
国
の
崩
壊
と
ひ
と
の
再
移
動
』
四
二
〜
四
七
頁
。

（２５）

戦
後
の
京
城
女
子
師
範
学
校
卒
業
生
の
同
窓
会
活
動
（
広
瀬
）

三
九
七



１２

松
田
和
子
「
構
成
劇
台
本
・
母
校
の
思
い
出
」『
明
鏡
だ
よ
り
』
最
終
号
（
二
〇
〇
八
年
一
二
月
五
日
）
一
七
〜
一
八
頁
。

１３

川
崎
義
子
「
’

‘

マ
ダ
ム

タ
ワ
イ

」、
前
掲
書
『
め
い
き
ょ
う
』
第
一
集
、
五
六
〜
五
九
頁
。

１４

杉
山
と
み
『
ゆ
く
言
葉
が
美
し
く
て
』（
五
十
嵐
寛
、
一
九
八
九
年
）
五
七
〜
五
八
頁
。
杉
山
は
京
城
女
子
師
範
を
卒
業
後
、
大
邱
の
達
城
国
民
学

校
に
勤
務
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
四
四
年
一
月
か
ら
三
月
ま
で
京
城
女
子
師
範
本
科
研
究
科
に
在
籍
し
た
。
杉
山
と
み
「
韓
国
の
教
え
子
」、
前
掲

書
『
め
い
き
ょ
う
』
第
一
集
、
七
二
〜
八
一
頁
。
一
九
九
六
年
一
月
、
杉
山
の
達
城
国
民
学
校
時
代
の
教
え
子
で
あ
る
徐
永
徳
が
訪
日
し
、
約
五
〇

年
ぶ
り
に
再
会
し
た
。
杉
山
と
み
「
大
合
唱
の
よ
う
に
―
日
韓
交
流
」『
明
鏡
だ
よ
り
』
一
一
号
（
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
二
〇
日
）
一
二
頁
。
ま
た
、

杉
山
と
み
述
・
本
間
千
景
記
録
・
申
鎬
訳
『

杉
山
と
み

一
九
二
一
年
七
月
二
五
日
生
』（

、
二
〇
一
一
年
）
は
誕
生

か
ら
朝
鮮
で
の
生
活
、
引
揚
げ
、
日
本
で
の
生
活
に
及
ぶ
詳
細
で
、
貴
重
な
記
録
で
あ
る
。

１５

古
橋
利
子
「
南
大
門
は
朝
鮮
服
で
う
ま
っ
た
（
京
城
）
」、
河
邑
厚
徳
編
著
『
昭
和
二
十
年
夏
の
日
記
』（
博
文
館
新
社
、
一
九
八
五
年
）
四
二
〜
四

四
頁
。
古
橋
は
日
記
を
京
城
女
子
師
範
の
卒
業
時
の
サ
イ
ン
帖
（
寄
せ
書
き
）
の
間
に
書
き
、
こ
れ
を
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
。

１６

高
畠
保
子
「
錦
江
は
今
も
」、
前
掲
書
『
め
い
き
ょ
う
』
第
一
集
、
九
〇
〜
九
二
頁
。

１７

野
村
寿
美
子
「
京
女
師
の
卒
業
生
と
し
て
」、
前
掲
書
『
め
い
き
ょ
う
』
第
一
集
、
一
〇
七
〜
一
〇
九
頁
。

１８

京
城
女
子
師
範
生
徒
・
卒
業
生
の
引
揚
げ
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。
田
中
節
子
「
わ
が
人
生
の
一
頁
」、
前
掲
書
『
め
い
き
ょ
う
』
第

一
集
、
九
八
〜
九
九
頁
。
丸
山
須
惠
「
教
師
生
活
回
想
記
」、
前
掲
書
『
め
い
き
ょ
う
』
第
一
集
、
一
一
七
〜
一
二
〇
頁
。
覚
幸
留
子
「
赤
子
を
背

に
決
死
の
３８
度
線
脱
出
」、
前
掲
書
『
め
い
き
ょ
う
』
第
一
集
、
一
三
六
〜
一
四
八
頁
。
前
掲
論
文
熊
谷
佳
子
「「
南
朝
鮮
」
か
ら
の
引
揚
げ
―
帝

国
を
移
動
し
た
私
た
ち
の
家
族
」、
前
掲
書
『
帝
国
の
崩
壊
と
ひ
と
の
再
移
動
』
四
二
〜
四
七
頁
。
前
掲
論
文
森
下
昭
子
「「
京
城
」
で
の
暮
ら
し
と

博
多
港
引
揚
」、
前
掲
書
高
杉
志
緒
『
日
本
に
引
揚
げ
た
人
々
』
二
三
〜
四
四
頁
。

１９

糸
島
範
一
「
さ
よ
な
ら
鳥
飼
レ
デ
ィ
」、
鳥
飼
里
の
会
編
『
創
立
七
十
年
福
岡
県
女
子
師
範
学
校
誌
』（
同
会
、
一
九
七
二
年
）
一
三
一
〜
一
三
三
頁
。

福
岡
県
立
女
子
師
範
学
校
は
一
九
四
九
年
六
月
に
福
岡
学
芸
大
学
（
後
に
福
岡
教
育
大
学
と
改
称
）
に
統
合
さ
れ
た
。
こ
の
間
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、

（２６）

三
九
八



福
岡
教
育
大
学
創
立
四
〇
周
年
記
念
行
事
実
行
委
員
会
編
『
福
岡
教
育
大
学
四
十
年
の
歩
み
』（
同
大
学
、
一
九
八
九
年
）
参
照
。

２０

永
島
広
紀
「
朝
鮮
半
島
か
ら
の
引
揚
と
「
日
本
人
世
話
人
会
」
の
救
護
活
動
」、
前
掲
書
増
田
弘
編
著
『
大
日
本
帝
国
の
崩
壊
と
引
揚
・
復
員
』
一

四
五
〜
一
四
七
頁
。

２１

「
年
表
」、
明
鏡
会
本
部
『
戦
後
明
鏡
会
の
あ
ゆ
み
』（
同
会
、
一
九
九
五
年
）
一
二
〜
一
七
頁
。

２２

堀
越
恭
子
「
明
鏡
会
を
七
回
開
く
ま
で
の
経
緯
」、
前
掲
書
『
戦
後
明
鏡
会
の
あ
ゆ
み
』
四
五
頁
。

２３

「
大
会
の
思
い
出
」、
前
掲
書
『
戦
後
明
鏡
会
の
あ
ゆ
み
』
三
四
頁
。

２４

岡
本
文
子
「
蔭
の
力
」『
明
鏡
だ
よ
り
』
一
九
八
六
年
五
月
一
五
日
、
二
頁
。

２５

黄
順
姫
『
同
窓
会
の
社
会
学
―
学
校
的
身
体
文
化
・
信
頼
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』（
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
七
年
）
七
頁
。

２６

『
京
城
女
子
師
範
学
校
第
一
一
回
明
鏡
会
全
国
大
会
』（
明
鏡
会
、
一
九
九
八
年
）
一
頁
。

２７

金
真
実
「
岡
山
大
会
に
よ
せ
て
」『
明
鏡
だ
よ
り
』
一
九
八
九
年
九
月
二
八
日
、
五
頁
。

２８

金
玉
成
「
岡
山
大
会
に
よ
せ
て
」『
明
鏡
だ
よ
り
』
一
九
八
九
年
九
月
二
八
日
、
五
頁
。

２９

松
田
和
子
「
明
鏡
会
の
解
散
に
あ
た
っ
て
」『
明
鏡
だ
よ
り
』
最
終
号
（
二
〇
〇
八
年
一
二
月
五
日
）
二
頁
。

３０

松
田
和
子
「
明
鏡
会
の
解
散
に
あ
た
っ
て
」『
明
鏡
だ
よ
り
』
最
終
号
（
二
〇
〇
八
年
一
二
月
五
日
）
二
頁
。

３１

中
島
モ
モ
エ
『
韓
国
に
招
か
れ
て
―
里
帰
り
の
記
』（
同
人
、
発
行
年
不
明
）
一
〜
一
七
頁
。

３２

「
第
二
回
全
国
大
会
―
於
大
阪
」『
明
鏡
便
り
』
二
号
（
一
九
七
一
年
一
一
月
三
日
）
一
頁
。

３３

文
純
『
ご
あ
い
さ
つ
』
一
九
七
一
年
八
月
二
二
日
。

３４

前
掲
論
文
松
田
和
子
「
構
成
劇
台
本
・
母
校
の
思
い
出
」『
明
鏡
だ
よ
り
』
最
終
号
（
二
〇
〇
八
年
一
二
月
五
日
）
一
三
〜
一
四
頁
。

３５

「
参
加
し
て
よ
か
っ
た
」『
明
鏡
だ
よ
り
』
一
九
九
四
年
九
月
一
日
、
五
〜
六
頁
。

３６

「
あ
と
が
き
」『
明
鏡
だ
よ
り
』
一
九
九
五
年
八
月
三
一
日
、
二
〇
頁
。

（２７）

戦
後
の
京
城
女
子
師
範
学
校
卒
業
生
の
同
窓
会
活
動
（
広
瀬
）

三
九
九



３７

松
田
和
子
「
ご
挨
拶
」、
前
掲
書
『
戦
後
明
鏡
会
の
あ
ゆ
み
』
一
一
頁
。

３８

明
鏡
会
福
岡
支
部
「
運
動
経
過
報
告
資
料
」（
同
支
部
、
発
行
年
月
不
明
）。

３９

前
掲
書
『
戦
後
明
鏡
会
の
あ
ゆ
み
』
五
一
頁
。

４０

福
岡
支
部
特
別
委
員
会
「
引
揚
記
念
碑
・
資
料
館
建
設
・
記
念
植
樹
推
進
運
動
の
報
告
」、
明
鏡
会
『
第
一
一
回
明
鏡
会
全
国
大
会
』（
同
会
、
一
九

九
八
年
）
一
九
〜
二
五
頁
。

４１

「
本
部
か
ら
」『
明
鏡
だ
よ
り
』
一
一
号
（
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
）
二
七
頁
。
博
多
港
引
揚
関
連
資
料
に
つ
い
て
は
、
福
岡
市
保
健
福
祉
局
総
務
部
福

祉
課
編
『
博
多
港
引
揚
資
料
目
録
』（
同
課
、
二
〇
〇
一
年
）
が
あ
る
。

４２

朴
小
得
「
最
終
意
見
陳
述
」、「
関
釜
裁
判
ニ
ュ
ー
ス
」
二
二
号
（
一
九
九
七
年
一
一
月
一
六
日
）
五
〜
六
頁
、
戦
後
責
任
を
問
う
・
関
釜
裁
判
を
支

援
す
る
会
編
『
関
釜
裁
判
ニ
ュ
ー
ス
―
釜
山
従
軍
慰
安
婦
・
女
子
勤
労
挺
身
隊
公
式
謝
罪
等
請
求
事
件
・
一
九
九
三
〜
二
〇
一
三
』（
同
会
、
二
〇

一
四
年
）。（
以
下
、『
関
釜
裁
判
ニ
ュ
ー
ス
』
と
す
る
）。
朝
鮮
人
女
子
勤
労
挺
身
隊
の
実
態
と
証
言
は
、
日
帝
強
占
下
強
制
動
員
被
害
真
相
究
明
委

員
会
『

’朝
鮮
女
子
勤
労
挺
身
隊
‘
方
式

労
務
動
員

調
査
』（
同
会
、
二
〇
〇
八
年
）、
同
『
朝
鮮
女
子
勤
労
挺
身
隊
、

経
験

記
憶
』（
同
会
、
二
〇
〇
八
年
）
参
照
。
後
者
に
は
不
二
越
富
山
工
場
に
動
員
さ
れ
た
一
三
名
の
証
言
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

４３

「
証
人
尋
問
要
旨
」、「
関
釜
裁
判
ニ
ュ
ー
ス
」
二
〇
号
（
一
九
七
九
年
五
月
二
五
日
）
五
〜
八
頁
、
前
掲
書
『
関
釜
裁
判
ニ
ュ
ー
ス
』。

４４

「
第
十
八
回
口
頭
弁
論
」、「
関
釜
裁
判
ニ
ュ
ー
ス
」
二
〇
号
（
一
九
七
九
年
五
月
二
五
日
）
四
頁
、
前
掲
書
『
関
釜
裁
判
ニ
ュ
ー
ス
』。

４５

前
掲
書
杉
山
と
み
述
・
本
間
千
景
記
録
・
申
鎬
訳
『

杉
山
と
み

一
九
二
一
年
七
月
二
五
日
生
』
二
四
九
頁
。

４６

花
房
俊
雄
「
は
じ
め
に
」、
前
掲
書
『
関
釜
裁
判
ニ
ュ
ー
ス
』
一
頁
。

４７

「
年
表
」、
前
掲
書
『
戦
後
明
鏡
会
の
あ
ゆ
み
』
一
八
頁
。

４８

「
東
京
に
本
部
が
移
っ
た
こ
と
」、
前
掲
書
『
戦
後
明
鏡
会
の
あ
ゆ
み
』
五
一
〜
五
四
頁
。

４９

松
田
和
子
「
明
鏡
会
の
解
散
に
あ
た
っ
て
」『
明
鏡
だ
よ
り
』
二
〇
〇
八
年
一
二
月
五
日
、
二
頁
。

（２８）

四
〇
〇



５０

「
岡
山
大
会
準
備
会
―
電
話
と
手
紙
で
一
問
一
答
」、
前
掲
書
『
戦
後
明
鏡
会
の
あ
ゆ
み
』
四
〇
頁
。

５１

「
京
都
大
会
を
終
え
て
―
ご
苦
労
さ
ま
座
談
会
」『
明
鏡
だ
よ
り
』
一
九
九
二
年
一
一
月
五
日
、
一
一
〜
一
二
頁
。

５２

「
年
表
作
成
を
終
わ
っ
て
」、
前
掲
書
『
戦
後
明
鏡
会
の
あ
ゆ
み
』
三
三
頁
。

５３

明
鏡
会
本
部
『
明
鏡
』
一
一
号
（
同
部
、
一
九
九
八
年
）
二
一
〜
二
三
頁
。

５４

中
島
モ
モ
エ
「
無
題
」『
清
涼
』
一
号
（
一
九
六
七
年
一
月
）
一
頁
。

５５

畠
山
ス
ナ
エ
「
無
題
」『
清
涼
』
一
号
（
一
九
六
七
年
一
月
）
二
〜
三
頁
。

５６

高
田
和
子
「
無
題
」『
清
涼
』
一
号
（
一
九
六
七
年
一
月
）
四
頁
。

５７

田
尻
和
子
「
無
題
」『
清
涼
』
四
号
（
一
九
六
九
年
一
二
月
）
五
頁
。

５８

前
掲
論
文
松
田
和
子
「
構
成
劇
台
本
・
母
校
の
思
い
出
」、『
明
鏡
だ
よ
り
』
二
〇
〇
八
年
一
二
月
五
日
、
二
〇
頁
。

５９

曹
鳳
子
「
大
会
で
の
挨
拶
―
日
本
の
皆
様
へ
」『
明
鏡
だ
よ
り
』
一
九
八
六
年
五
月
一
五
日
、
三
頁
。

６０

前
掲
論
文
朴
永
奎
「
京
城
女
子
師
範
学
校
に
つ
い
て
―
卒
業
生
ア
ン
ケ
ー
ト
を
中
心
に
」『
九
州
教
育
学
会
研
究
紀
要
』
二
九
号
（
二
〇
〇
一
年
六

月
）
二
六
〇
頁
。

（２９）

戦
後
の
京
城
女
子
師
範
学
校
卒
業
生
の
同
窓
会
活
動
（
広
瀬
）

四
〇
一


